リライトに役立つ“仮説思考”
文責：西　正敏
1、 仮説とは？
仮説とは「仮の結論」です。仮説は、正しいかどうかは現時点では明白ではありませんが、これから導こうと考えている結論を仮置きしたものです。仮説を検証して、正しいと確認できるならば、その仮説は結論になります。

例）元気がない人、スピーチのロジック
（図Ｐ．１３　引用）
2、 仮説思考とは？
仮説思考とは「仮説（仮の結論）から先に考える思考法」です。仮説思考は、仮説を先に立てて検証する手順を踏みます。もし仮説が間違っていることがわかれば、仮説を修正すればいいのです。
例）誕生日プレゼント、ロジックのC
仮説思考のイメージ図　　　　　　　　　　　　　　論理思考のイメージ図
（図Ｐ．１４　引用）
※論理思考

論理思考は、「筋道を立て考える思考法」です。精度を重視して、筋道を立てながら確実に一歩前進しつつ結論を導く思考法であり、事実・データをくみ上げながら結論を導きます。論理思考は、精度を高める（論理矛盾がないことを証明する）ために多くの情報収集が必要になるため、時間がかかることがありますが、地に足が着いた思考ができます。

仮説思考＋論理思考＝効果が最大化

3、 仮説思考のメリットは？
· 少ない労力、少ない試行錯誤で正しい答えに到達できる

· 思い込みを排除して客観的に物事を判断できる

· 仮説はあくまで、一時的に仮置きした結論にしかすぎません。したがって、一度立てた仮説にこだわりすぎるのはよくありません。調査後にもしも矛盾が見つかれば、思い切って仮説を修正、ないしは却下することも必要です。
4、 仮説検証サイクル

仮説の精度を検証して精度を高めるものとして「仮説検証サイクル」があります。
1 仮説の設定（Plan）
2 仮説の検証（Do）
3 仮説の精度向上（See）

（図Ｐ．４４　引用）
5、 仮説の設定（Plan）

仮説思考で最も大切な一歩は、仮説を「意識して」立てることです。仮説を意識して立てなければ仮説思考は上達しないし、仮説検証サイクルを回すことができません。
仮説を意識して立案する方法は？

人との関わり　
ディスカッション、インタビュー

データ分析　
事前調査、既存情報

気づき　
「なぜだろう？」→「もしかしたら」、反対側の立場で考えてみる、実現可能かどうかは後回しで考えてみる、根気強い観察
仮説力を鍛えるためには？

観察力、直感力、素朴な疑問、もしも思考、オプション思考（代替案を考える）、ゼロベース思考（既成概念を捨てる）
6、 仮説の検証（Do）
情報収集法　
ヒアリング、アンケート、リサーチ、インターネット、統計資料、データベース

※仮説を否定する情報があればそれも集める（選り好みしないこと）

トライアル法　
実際に試行
※手間と時間がかかるが、具体的なデータが集めやすい
ディスカッション法　意見収集

※多用な視点を持ったメンバーが集まると議論しやすい
7、 仮説の精度向上（See）

仮説の検証を行うと、その仮説が正しいのか、正しくないのかが判定できます。もし仮説に矛盾があって正しくないことが検証されれば、仮説を修正するか却下します。
一方、仮説が正しい場合、「なぜその仮説が正しいのか？」を問いかけます。仮説が成り立つ裏づけを確認するのです。なお、裏づけがなくても、現時点において仮説に矛盾がない限り、その仮説が正しいと判断することができます。

仮説検証サイクルはどんどん回しましょう。また仮説のオプション（代替案）を増やすのも一案です。最初から１つに決めつけず、可能性のある仮説を列挙することで、可能性がある仮説の取りこぼしを防ぐことができます。

8、 “The Angel of Light”における仮説思考

USQ　＝　トピックについての現状
通訳者が不足している→盲ろう者が社会参加できていない

I/S　＝　自分が作りたい状況

盲ろう者の方たちが通訳者からサポートを受けて社会参加を果たす
Goal　＝　スピーチの目的

通訳者の数を増やす

Cause　＝　Goalが達成されていない原因

【仮説の設定（Plan）】
1 通訳はボランティア活動

2 通訳の仕事がキツイ

3 通訳の認知度が低い

【仮説の検証（Do）】情報収集法
→①に対して
NPO団体代表者の証言

「個人の仕事（本業）を持っているために通訳（ボランティア活動）を優先できない」

→②に対して

通訳者の意見
「通訳は生きがい」「人数が増えれば負担は減る」
→③に対して
リサーチ

NPO団体が地道な広報活動、メディアが注目

【仮説の精度向上（See）】
1 通訳はボランティア活動
↓　修正
身分保障されていないために通訳に専念できない

Solutionの条件　＝　Causeに対応する条件

通訳の身分を保証する（経済面からのアプローチ）

Solution　＝　Goalを達成するための解決策

【仮説の設定（Plan）】

1 通訳を資格にしよう

2 地方自治体が通訳料を保証しよう
3 通訳をビジネスとして確立しよう
【仮説の検証（Do）】

→①に対して

インターネット

“手話通訳士”の資格が広まっていない

→②に対して

NPO団体代表者の証言

「東京都は通訳料を負担してくれている」

→③に対して
意見収集

ニーズが少ないためビジネスとして成り立たない、営利目的ではない

【仮説の精度向上（See）】

2 地方自治体が通訳料を保証しよう

↓　採用
地方自治体が通訳料を保証しよう
9、 仮説思考を実際にやってみよう！

1 トピックについての現状

2 I/Sの設定

3 Goalの設定

4 Causeの仮説思考
【仮説の設定（Plan）】　Causeをたくさんあげる

【仮説の検証（Do）】　
【仮説の精度向上（See）】　Causeの仮説同士を比較してふさわしいCauseを選ぶ
5 選んだCauseに対応するSolutionの条件の設定

6 Solutionの仮説思考
【仮説の設定（Plan）】　設定した条件をふまえたSolutionをいくつかあげる
【仮説の検証（Do）】　（Workability, Practicability, 自分の価値観など）

【仮説の精度向上（See）】　Solutionの仮設同士を比較してふさわしいSolutionを選ぶ
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